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話題の本棚

因
果
の
波
乱
と
忘
却
の
平
和

　
《
一
見
平
和
に
見
え
る
世
界
も
一
枚
皮
を
剥
が
せ
ば
憎
悪
が
渦
巻
い
て
い
る
》

　

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
が
本
書
の
着
想
を
得
た
の
は
冷
戦
が
終
結
し
て
間
も
な

い
ユ
ー
ゴ
紛
争
で
あ
っ
た
。
対
立
の
壁
が
無
く
な
り
「
平
和
な
世
界
に
し
て
い

こ
う
」
と
い
う
信
念
が
勝
者
の
欺
瞞
で
し
か
あ
り
え
ず
、
一
度
バ
ラ
ン
ス
を
崩

せ
ば
憎
し
み
の
連
鎖
が
留
ま
る
こ
と
の
な
い
世
界
を
見
た
時
、
彼
は
一
つ
の
ア

イ
デ
ア
を
胸
に
抱
い
た
。
そ
れ
は
国
家
や
社
会
と
い
う
共
同
体
が
「
何
を
忘
れ
、

そ
し
て
何
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
か
」
と
い
う
問
い
で
あ
る
。

　

―
―
そ
の
テ
ー
マ
が
本
書
に
結
実
す
る
の
に
十
年
以
上
の
月
日
が
流
れ
た
。

折
し
も
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
後
、
大
注
目
の
中
で
文
庫
本
と
し
て
発
売
さ
れ

た
本
書
に
は
、
私
た
ち
が
「
ど
の
よ
う
に
歴
史
と
向
き
合
う
べ
き
な
の
か
」
と

い
う
シ
リ
ア
ス
な
テ
ー
マ
が
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
文
学
を
通
し
て
柔
ら
か
に
表
現

さ
れ
て
い
る
。

　

忘
却
の
秘
密
の
向
こ
う
側

　

舞
台
は
ア
ー
サ
ー
王
物
語
を
下
敷
き
に
し
た
五
・
六
世
紀
の
ブ
リ
テ
ン
王
国
。

重
大
な
出
来
事
が
過
去
に
起
こ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
こ
の
土
地
の
人
々
の
記
憶

に
は
霞
が
か
か
り
、
過
ぎ
去
っ
た
日
々
を
鮮
明
に
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

村
に
来
る
前
の
生
活
も
思
い
出
せ
ず
、
昔
出
て
い
っ
た
息
子
の
顔
さ
え
も
思
い

出
せ
な
い
老
夫
婦
は
、
自
分
達
の
「
記
憶
」
を
取
り
戻
す
た
め
に
旅
へ
と
出
掛

け
る
。
道
中
、
鬼
に
攫
わ
れ
た
少
年
、
異
国
か
ら
来
た
謎
の
騎
士
、
ア
ー
サ
ー

王
の
元
部
下
だ
っ
た
老
兵
を
巻
き
込
ん
で
進
ん
で
い
く
こ
の
物
語
は
、
忘
却
の

原
因
を
探
る
た
め
、
山
頂
に
住
む
ド
ラ
ゴ
ン
の
秘
密
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。
そ

し
て
こ
の
秘
密
の
向
こ
う
側
に
見
え
隠
れ
す
る
、
忘
れ
た
く
な
か
っ
た
思
い
出

と
忘
れ
て
し
ま
い
た
か
っ
た
記
憶
。
歴
史
に
見
境
は
な
い
。
取
り
戻
し
た
か
っ

た
過
去
を
手
に
し
よ
う
と
す
る
時
、
蓋
を
し
た
か
っ
た
因
果
も
手
に
入
れ
て
し

ま
う
。
忘
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
私
た
ち
が
今
を
生
き
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
思

い
出
す
こ
と
は
今
を
否
定
し
て
し
ま
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

復
讐
と
赦
し
の
神

　

共
同
体
の
記
憶
を
巡
る
本
書
の
記
述
は
、
平
和
な
社
会
に
お
け
る
《
寛
容
の

欺
瞞
》
さ
を
暴
い
て
い
く
。「
あ
な
た
方
が
自
分
た
ち
の
た
め
だ
け
に
慈
悲
深

い
神
を
つ
く
り
出
し
た
の
は
、
ち
ょ
っ
と
都
合
が
よ
す
ぎ
な
い
か
」「
あ
な
た

方
の
兵
隊
が
ど
ん
な
残
虐
非
道
な
こ
と
を
行
な
っ
た
と
し
て
も
…
…
心
か
ら
悔

い
改
め
て
祈
り
を
捧
げ
れ
ば
許
し
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
ふ
う
に
ど
こ
ま
で
も
慈

悲
深
い
神
を
つ
く
り
出
し
た
の
は
ズ
ル
く
は
な
い
で
す
か
？
」
と
い
う
言
葉
に

よ
っ
て
、
寛
容
の
秩
序
が
忘
却
の
無
責
任
の
裏
返
し
で
は
な
い
か
と
明
示
さ
れ

る
。
勝
者
が
慈
悲
の
神
を
築
い
て
過
ち
を
水
に
流
そ
う
と
す
る
時
、
敗
者
は
因

果
応
報
の
神
を
築
き
上
げ
復
讐
の
正
義
を
画
策
す
る
。
こ
の
過
去
を
巡
る
神
々

の
争
い
に
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
調
停
を
作
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

人
間
は
過
去
を
完
全
に
忘
れ
切
る
こ
と
も
出
来
ず
、
し
か
し
寸
分
も
間
違
え

ず
に
思
い
留
め
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
こ
の
揺
れ
幅
の
曖
昧
さ
が
、
私
達
に
物

語
を
必
要
と
さ
せ
る
。
共
同
体
の
記
憶
と
寛
容
の
欺
瞞
と
い
う
普
遍
的
テ
ー
マ

を
扱
っ
た
本
書
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
相
応
し
い
文
学
で
あ
ろ
う
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
四
九
六
頁　

税
込
一
〇
五
八
円　

10
月
刊
）

忘
れ
ら
れ
た
巨
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カ
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シ
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ロ
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ｐ
ｉ
文
庫
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話題の本棚

右
は
彼
を
知
る
た
め
に
、左
は
己
を
知
る
た
め
に

　
「
少
数
派
の
諸
君
、
選
挙
で
何
か
が
変
わ
る
と
思
っ
た
ら
大
間
違
い
だ
。
所

詮
選
挙
な
ん
か
、
多
数
派
の
お
祭
り
に
過
ぎ
な
い
。
我
々
少
数
派
に
と
っ
て
選

挙
ほ
ど
馬
鹿
馬
鹿
し
い
も
の
は
無
い
。
多
数
決
で
決
め
れ
ば
、
多
数
派
が
勝
つ

に
決
ま
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
か
」。
外
山
恒
一
が
都
知
事
選
の
伝
説
的
な
政
見
放

送
で
こ
う
言
い
放
っ
て
か
ら
十
年
が
過
ぎ
た
。
こ
の
間
の
経
過
を
前
に
し
て
、

あ
ら
た
め
て
こ
の
言
葉
を
呼
び
か
け
ら
れ
た
も
の
と
し
て
想
起
し
た
「
少
数
派

の
諸
君
」
は
、
今
こ
そ
外
山
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

外
山
の
久
々
の
単
著
は
、
右
傾
し
た
若
者
向
け
の
批
判
的
左
翼
運
動
史
を
内

容
と
し
、
今
や
極
右
本
で
有
名
な
版
元
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
本
書
の
基
調
に
あ

る
の
は
、
現
代
の
規
範
的
風
潮
で
あ
る
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
コ
レ
ク
ト
ネ
ス
へ
の

批
判
で
あ
る
。
確
か
に
、
目
を
光
ら
せ
て
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル
な
差
別
的
言
動
を
取

り
締
ま
り
、
糾
弾
す
る
風
紀
委
員
的
な
左
翼
に
辟
易
し
て
い
る
人
は
多
か
ろ
う
。

と
は
い
え
、
Ｐ
Ｃ
へ
の
反
発
は
単
な
る
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
陥
り
が
ち
で
あ
る
。

こ
の
ア
ポ
リ
ア
を
突
破
す
る
こ
と
は
い
か
に
し
て
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
書
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
社
会
の
Ｐ
Ｃ
化
は
、
新
左
翼
が
「
試
合
に
負
け

て
勝
負
に
勝
っ
た
」
帰
結
で
あ
る
。
戦
後
民
主
主
義
を
批
判
の
対
象
と
し
て
直

接
行
動
で
闘
争
し
た
新
左
翼
や
全
共
闘
は
、
一
九
七
◯
年
の
「
華
青
闘
告
発
」

を
契
機
と
し
て
、「
加
害
者
と
し
て
の
自
覚
」
と
「
自
己
否
定
」
を
志
向
す
る

反
差
別
運
動
へ
と
転
回
し
、
そ
れ
は
Ｐ
Ｃ
と
し
て
社
会
の
全
域
を
覆
っ
て
い
っ

た
。「
華
青
闘
告
発
」
に
対
し
て
、
著
者
は
自
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
開
き

直
る
こ
と
に
よ
っ
て
応
答
し
、
全
共
闘
の
批
判
的
継
承
を
別
の
し
か
た
で
模
索

す
る
。
か
く
し
て
異
端
的
極
左
活
動
家
か
ら
転
向
し
た
「
フ
ァ
シ
ス
ト
」
を
自

称
す
る
外
山
は
、
そ
れ
を
こ
け
お
ど
し
の
空
論
と
せ
ず
に
、
自
身
の
思
想
的
立

場
と
し
て
運
動
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　

八
◯
年
代
以
降
の
左
翼
運
動
を
次
の
三
つ
の
潮
流
に
整
理
し
た
第
三
章
は
、

「
本
書
で
し
か
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
」
と
い
う
自
負
も
頷
け
る
ほ
ど
の
圧
巻

で
あ
る
。
新
左
翼
ノ
ン
セ
ク
ト
・
ラ
ジ
カ
ル
の
系
譜
を
ひ
く
「
ヘ
サ
ヨ
」。
外

山
自
身
が
属
す
る
、
新
左
翼
か
ら
の
差
異
化
を
試
行
錯
誤
し
て
き
た
「
ド
ブ
ネ

ズ
ミ
系
」。
九
・
一
一
や
三
・
一
一
を
契
機
に
登
場
し
て
き
た
、
共
産
党
と
も

親
和
的
な
「
パ
ヨ
ク
」。
こ
れ
ら
の
三
潮
流
が
錯
綜
す
る
模
様
を
明
快
に
描
き

出
し
た
歴
史
叙
述
は
、
現
在
の
左
翼
運
動
の
諸
相
を
見
晴
る
か
す
た
め
の
優
れ

た
手
引
き
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
運
動
の
当
事
者
・
非
当
事
者
を
問
わ
ず
、

今
後
様
々
な
立
場
か
ら
の
参
照
や
検
討
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
外
山
恒
一
は
単
な
る
反
動
と
ど
こ
が
異
な
る
の
か
。「
在

特
会
」
シ
ン
パ
で
す
ら
あ
り
う
る
本
書
の
主
要
読
者
層
に
対
し
、
外
山
は
排
外

主
義
や
同
化
政
策
を
批
判
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
注
目
す
べ
き
は
、「
パ

ヨ
ク
」
の
初
期
し
ば
き
隊
へ
の
高
い
評
価
で
あ
る
。
し
ば
き
隊
は
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
か
ら
離
脱
し
て
、
あ
く
ま
で
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
立
場

の
ま
ま
直
接
に
レ
イ
シ
ス
ト
と
対
峙
し
、
街
頭
で
の
嫌
が
ら
せ
行
為
を
阻
止
し

た
。
反
Ｐ
Ｃ
を
際
ど
く
訴
え
な
が
ら
も
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
陥
穽
を
乗
り
越

え
る
可
能
性
の
萌
芽
は
、
こ
の
あ
た
り
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。�

（�

霊
人 
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九
六
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月
刊
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良
い
テ
ロ
リ
ス
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た
め
の
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科
書

外
山
恒
一
著

青
林
堂
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　それはまだ、「評者」な
どという一人称を使ったこ
とがなかった頃、下宿住ま
いのわたしは自転車を引き
ながら、206番に乗って帰
るひとを正門前のバス停ま
で送っていたことがある。
そのひとが微笑みながら振る青春のような右
手が、自分の生きる意味になっていた、そん
な日々があった。
　さて、何という愛に満ちた一冊だろう。西
本願寺の北、天使突抜というけったいな名の
通りの近くで生まれ育ち、京大に学んだ、言
葉の肌理というものを評者に教えてくれた哲
学者が、京都駅から循環する206番に乗り込
んで各場所にまつわる話を語ってゆく。ただ
し、いやもちろん、ふつうの観光案内ではない。
　著者の言う京都の平熱とは、日常の中に口
を開けた非日常ないし別種の日常につながる
いくつもの「孔」の蠢きの、その官能の熱量
のことである。ゆえに徹底して裏の顔や地元
のいとなみに寄り添う。こってりラーメンの、
こだわり洋食の、精密機械工業の、伝説的な
奇人たちの、西部講堂の、さてん

4 4 4

の、元祖と
本家の、哀愁の場末酒場の、千本日活の街。
極致がたくさん現出していてノイズ溢れる街。
古都とはいえ多様性が重層する街。だから京
都は、すべてが均質化する時節にあってもな
お、住みよくて自由でおもろいのだ。
　10年前の本なのでやや古い情報もあるが、
観光と開発がますます進展する今日、2000年
に「京都市基本構想」をとりまとめた著者が
描くわれらが都の姿には光るものがある。
　そう、どんな時も市電やバスは巡る。それ
ぞれの滾る想いや底冷えの心を乗せて走り、
平熱は息づく。愛の、温度だろう。�（�春海 ）
� （258頁　税込1836円）

京都の平熱 哲学者の都市案内
鷲田清一著

講談社

　

本
と
い
う
も
の
に
親
し
み
を
感
じ
る
人
な
ら
誰
し
も
、
こ
れ
ぞ
と
思
う
、

個
人
的
に
思
い
入
れ
の
深
い
一
冊
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。
理
由
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
進
路
を
決
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
本
か
も

し
れ
ま
せ
ん
し
、
あ
る
い
は
読
書
に
は
ま
る
原
因
と
な
っ
た
読
み
物
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
回
の
特
集
で
は
、『
綴
葉
』
編
集
委
員
が
そ
の
よ
う
な
一
冊

を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
読
者
の
皆
さ
ん
も
「
私
の
一
冊
」
を
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
読
者
カ
ー
ド
で
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。�

（�

蕨
餅 

）

私
の
一
冊

〈
特
集
〉
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　大学入学直前の時期、受
験勉強から解放された評者
は何とも言い難い脱力感を
覚えていた。暇なのだが何
をしたらいいかわからない
ようなそんな感覚だったよ
うに思う。そして、その埋
め合わせのためか評者は大学の新入生のため
の推薦書のリストから何冊かを読んでやろう
という気持ちに駆られていた。その気持ちと
同時に文学部へ自ら志望したにも関わらずそ
の学問の領域がどこまであるのかという素朴
な疑問も抱いていた頃だった。そのなかから
選んで読んだのが本書だった。
　本書の読みどころはことばとものの関係の
逆転である。我々にはものが先にあって、そ
れにことばによって名前を与えるという思考
が当然の考えとしてあるはずだ。だが、よく
考えてみるとそれは当然とも言えなくなる。
例えば、「机」を定義すると人が何かをなす
ための平面とでも言うしかないが、それに当
てはまるのは棚や床などもあり、決して「机」
だけではないはずだ。つまり、「机」をしっ
かり定義するためにはことばによるしかない
のである。ことばがこのカオスな世界を整然
とさせてくれるのである。
　ある意味有名な論だから知っている人にと
っては当然かもしれないが、その当時無知だ
った評者にとってはこんな考えがあるのかと
今までにない自らの世界が広がったような感
覚を受けた。ことばは一つではないがゆえに
世界も無数にある。評者は当たり前に使って
いたことばをいつもより偉大に感じた。そし
て、本書によって入学前に抱いていた脱力感
が多少掃われ、そっと学びの入り口に誘われ
たような気がしたのだった。� （�ういろう ）
� （209頁　税込778円）

ことばと文化
鈴木孝夫著
岩波新書

　書物を紐解いて、「あ、
この言い回し好きだな」な
どと思うことはないだろう
か。それに、たとえば『平
家物語』の「祇園精舎の鐘
の声、諸行無常の響きあ
り」や夏目漱石の『草枕』
にある「智に働けば角が立つ、情に掉させば
流される」など、なぜとはわからぬまでも記
憶に残る表現というものが書物には見出され
る。このような「文体」や「文彩」が言葉に
はつきものなのである。
　言葉が紡がれ残されてきたのと同じくらい
古くより言葉による表現についての分析や研
究、すなわち修辞学の研究もまた行なわれて
きた。アリストテレスの『詩学』などが有名
なところであるが、その中でも紀元1世紀に
著されたとされる伝ロンギノスの『崇高論』
は、そのように読者の心を動かす言葉の働き
を「崇高」と名付けた概念によって提示した。
それは修辞学に留まらず、18世紀以降、エド
マンド・バークやカントなどによって美学や
哲学の分野へと翻案され引き継がれる概念と
なっていった。そのような古代より今日に至
るまでの長きにわたる「崇高」を巡る研究の
系譜を丹念に追い続け解き明かしてくれるの
が本書である。本書を片手に、もう一方の手
にはロンギノスの『崇高論』の翻訳なり原書
なりを持ちつつ言葉の表現の奥深さに思いを
馳せるのも一つの楽しみであろう。さらに
『崇高と美の観念の起源』や『判断力批判』
を手に取ってもらえれば、評者としてはこの
上ない喜びである。言葉は常にわれわれと共
にあるもの。そして、「われわれが用いる言
葉のうち、およそ修辞的でない言葉など存在
しない」のだから。� （�ねこ ）
� （287頁　税込3888円）

崇高の修辞学
星野太著
月曜社
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　本書が刊行されたのは20
世紀初頭のロンドン。半世
紀前にはダーウィンの進化
論が信仰に引導を渡し、
「神は死んだ」と言って
「超人」なるものを提唱す
る者まで現われた。人びと
はウェルズが描く未来世界に心躍らせ、ホー
ムズが示す卓越した論理力に熱狂した。果た
して、そんな幻想が二度の大戦によって崩れ
去ったのは言うまでもない。そして続く現代
社会。私たちはいまだ、次に何を信じていい
か分からず、右往左往している。
　人は何を信じるべきか？　私は何を信じる
のか？　現代社会は、「自由」とか「寛容」
とか繰り返すだけで、本当に欲しい答えを教
えてくれない。斯く言う評者も数年前、留学
中の出来事がきっかけで虚無状態に陥り、真
理不在で生きていく不安から抜け出そうとも
がいていた。確かにニーチェの言う「超人」
を目指すのも一つの手だろう。しかし弱い評
者はやはり真理が欲しかった。弱いと分かり
つつ、自分を意味づける真理が欲しかった。
　さて、冒頭で述べた通り、これは単に評者
の悩みではなく、時代を直視すれば向き合わ
ざるを得ない現代の宿命的な悩みだと思う。
本書はその出発点にあって、ニーチェ（とそ
れに続く現代思想）とは異なる答えを与えて
くれる。それは「超人」ではなく「凡人」の
感性だった。「人間を超えて強くなる」ので
はなく「一人の人間として弱さを愛する」こ
とを説くのである。チェスタトンの文章は美
しくも力強い。それは、心の穏やかさだけで
なく、燃えるような決意も与えてくれる。評
者と似た悩みを共有する人へ、本書があなた
の「私の一冊」となりますように。�（�いの ）
� （305頁　税込2700円）

正統とは何か
G.K.チェスタトン著、安西徹雄訳

春秋社

　私たちが歴史を学ぶとき、
最も意識すべきことは何か。
その歴史が史実に即したも
のであるかどうかというこ
とである。この歴史認識に
おける客観性や実証性の重
要性は誰もが賛同するとこ
ろであろうし、歴史家もその意識のもとで
様々な史料を厳密に精査して史実を突き詰め
ようと日々精進している。
　だが、そうした客観性を担保する歴史研究
自体を起動させ推進するのは、何らかの問題
意識に基づく主観的な動機であるということ
を私たちは意外と忘れがちである。またそれ
が歴史研究においてより根源的な要素である
ことを思い出すとき、後世の人間の目から見
れば党派的であるようにしか見えない過去の
歴史研究の成果も、その客観性の不足により
切り捨てるのではなく、それを生み出した歴
史家の問題意識を照らし出すものとしてその
価値を問い直すことが必要になるはずだ。そ
れはすなわち当時の社会に対する歴史家の切
迫した生き様へと、彼の作品を研究すること
を通して、迫っていくことに他ならない。過
去の歴史家の生の光芒をその緊張性において
捉えること――それこそが歴史研究なのだ。
　このように歴史家の張り詰めた生の表現と
して歴史研究を読むことを私は、混迷した19
世紀ドイツ社会を生きた3人の歴史家の生を
鮮やかに描いた本書から学んだ。ダールマン、
ドロイゼン、ジーベルと今では党派的だと言
われる歴史家だが、自身のフランス革命研究
のうちに、ドイツの未来の指針を見出そうと
した彼らの躍動する生の熱い息づかいを描い
た本書を、歴史研究の真髄を表したものとし
て全ての人に薦めたい。� （�ニコ ）
� （374頁　税込3672円）

フランス革命という鏡
十九世紀ドイツ歴史主義の時代

熊谷英人著　白水社
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　本の影響というのは意外
に侮れないものである。本
を読んで人生が変わること
も、その人生が浅ければあ
りうる。こと中高生のころ
に読んだ本というのは非常
に決定的である。今の自分
の考え方や価値観は、結局のところ、そのこ
ろ読んだ本の残滓ではないだろうか。そう考
えてみると、私の場合は本書に影響を受けた
面が多いように思う。
　本書を初めて読んだのは高校生のころであ
った。学校の帰りに寄った本屋で立ち読みし
てみて、目を見開かされる思いがした。例え
ば、ある美術品が贋作であることを立証する
にはどうすればよいか。作風などから判断す
ることもできるが、本書で紹介される方法は
違う。絵具に含まれる放射性元素の量を測定
することで、その年代を推定する方法だ。あ
る放射性元素が予想されるよりも遥かに多量
に含まれるがゆえに、この絵画は近年の贋作
であると結論する訳である。このとき本質的
なのは、ある現象を数学的にモデル化し、そ
こから予測を引き出すという手続きである。
本書には、このような考え方の強力さを実感
させる具体例が多数載っている。広告の効果、
漁獲量の予測、果ては戦争の勃発まで、数学
的に分析して見せる。この方法論は、当時の
私に強烈な印象を残した。特に、そこで中心
的な役割を果たす数学的概念である、微分方
程式を少し勉強してみたことがきっかけで、
関連する分野を専攻することとなった。
　個人的なことを述べてきたが、本書の内容
はきっと誰にでも興味深いはずだ。数学的モ
デルを用いた分析の強力さをぜひ味わってみ
てほしい。� （�蕨餅 ）
� （222頁　税込3780円）

微分方程式で数学モデルを作ろう
デヴィッド・バージェス、モラグ・ボリー著

垣田高夫、大町比佐栄訳　日本評論社

　恥ずかしながら、今回の
特集題だと選べるのが漫画
だけになってしまう。大学
で自由の身になると、バイ
ト代を全て映画につぎ込ん
だり、自宅の本棚をCDで
埋め尽くすことを目標に生
きる存在になる人間がよくいるが、僕は漫画
でそうしようとしていたからだ。結局のとこ
ろかなり中途半端なところで漫画棚からは足
が遠のいてしまったけれど、今回はその中か
ら1シリーズを紹介したいと思う。
　本作は、大石まさるが描く近未来を舞台と
した短篇集である。爽やかな世界観と朗らか
な人間ドラマが混ざりあった嫌味なく健康的
な世界観がとても心地よい。登場するキャラ
クターの描き方も、地に足をつけて生きる人
たちらしく（ときどき宇宙を遊泳しているも
のの）安心感がある。6巻の単行本が刊行さ
れているが、ちょっと典型的な日本の生活風
景と、宙が近くなった世界観をミックスした
作品としての完成度は高い。明暗の書き分け
にも特徴があるので、そこにも注目してほし
い。
　宇宙が舞台とはいえ、SFというには人間
模様が前面に来すぎているので、そういった
需要はあまり満たせないかもしれない（その
辺りにはよく幸村誠『プラネテス』が薦めら
れていると思う。これも面白い）。それに、
一気に読ませる漫画という訳ではないけれど、
そういう作品をここで紹介しても適切ではな
いと思う。僕にとっては、おりに触れ読み返
したくなるような、安心できる空間であり、
そういった漫画が「私の一冊（まんが）」だ
と思う。一読すれば、その一冊に加えたくな
るだろう人も多くいるはずだ。� （�トロ ）
� （203頁　現在絶版・Web版360円）

水惑星年代記
大石まさる著
少年画報社
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

と
り
と
め
な
く
庭
が三角

み
づ
紀
著

ナ
ナ
ロ
ク
社

《
強
く
な
る
こ
と
が

鈍
感
さ
な
ら
ば
、
繊

細
に
な
る
こ
と
は
弱

さ
な
の
だ
ろ
う
か
》

　

味
が
分
か
る
と
、

不
味
い
も
の
に
も
よ
く
出
会
っ
て
し
ま
う
。
小
さ
な
優

し
さ
に
気
づ
け
る
と
、
言
葉
の
裏
に
隠
さ
れ
た
僅
か

な
棘
に
も
痛
手
を
負
っ
て
し
ま
う
。
人
は
傷
だ
ら
け
で

は
生
き
て
い
け
な
い
か
ら
、
鈍
感
と
い
う
鎧
を
身
に
ま

と
う
。
そ
れ
で
も
時
に
自
分
の
鈍
さ
を
脱
ぎ
た
い
人
は
、

こ
の
本
を
読
ん
で
み
る
と
い
い
。
初
恋
の
よ
う
に
毎
日

一
喜
一
憂
し
て
い
た
無
邪
気
な
感
覚
が
、
そ
こ
に
は
あ
る
。

　

現
代
女
流
詩
人
、
三
角
み
づ
紀
に
よ
る
初
め
て
の

エ
ッ
セ
イ
集
。
各
章
が
一
つ
の
エ
ッ
セ
イ
と
一
つ
の

詩
で
構
成
さ
れ
る
本
書
は
、
詩
と
い
う
精
巧
な
言
葉

の
音
楽
が
、
ど
の
よ
う
な
経
験
と
思
考
で
生
成
さ
れ

て
い
く
か
が
垣
間
見
え
る
。
読
ん
で
い
る
と
自
分
の

感
覚
も
磨
か
れ
て
、
思
わ
ず
詩
を
作
り
た
く
な
る
。

　

そ
し
て
一
読
し
て
思
う
の
は
、
美
し
い
言
葉
の
裏

に
隠
さ
れ
た
彼
女
の
苦
し
み
と
葛
藤
だ
。
研
ぎ
澄
ま

ジ
ョ
ジ
ョ
論

杉
田
俊
介
著

作
品
社

　

荒
木
飛
呂
彦
の
人

気
漫
画
、『
ジ
ョ
ジ
ョ

の
奇
妙
な
冒
険
』。

三
〇
年
以
上
連
載
の

続
く
巨
編
で
あ
り
な

が
ら
人
気
が
衰
え
る
ど
こ
ろ
か
読
者
層
が
ま
す
ま
す

広
が
っ
て
い
る
こ
の
作
品
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド

は
ズ
バ
リ
自
己
啓
発
。
目
が
点
に
な
り
そ
う
だ
が
、

『
フ
リ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
「
自
由
」
と
は
何
か
』
な

ど
で
知
ら
れ
る
著
者
の
言
葉
を
追
っ
て
い
こ
う
。

　
『
少
年
ジ
ャ
ン
プ
』
系
の
漫
画
を
貫
く
原
則
は

「
友
情
・
努
力
・
勝
利
」。
確
か
に
そ
の
原
則
は
世
の

自
己
啓
発
書
の
掲
げ
る
目
標
や
手
段
と
共
通
点
を
持

つ
。
た
だ
し
、
著
者
が
こ
の
作
品
に
お
い
て
読
み
解

い
た
自
己
啓
発
と
は
他
の
自
己
啓
発
書
に
は
な
い
も

の
だ
。
た
と
え
ば
、
作
品
の
中
に
登
場
す
る
「
ス
タ

ン
ド
」
と
呼
ば
れ
る
超
能
力
。
こ
れ
は
そ
の
持
ち
主

の
隠
さ
れ
た
欲
望
や
弱
さ
を
具
現
化
し
た
も
の
だ
と

著
者
は
読
み
解
く
。
登
場
人
物
た
ち
は
彼
ら
の
強
さ

で
闘
う
の
で
は
な
く
弱
さ
で
闘
う
の
だ
。「
努
力
」、

そ
れ
は
自
分
の
弱
さ
や
欲
望
の
認
識
と
そ
れ
を
克
服

し
よ
う
と
す
る
営
み
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
乗

り
越
え
た
強
い
自
己
を
他
者
に
対
し
て
押
し
出
し
他

者
の
弱
さ
を
拒
否
す
る
た
め
の
克
服
で
は
な
い
。
弱

さ
を
相
手
に
曝
け
出
し
闘
わ
せ
る
う
ち
に
、
お
互
い

の
欲
望
に
自
身
が
巻
き
込
ま
れ
合
っ
て
双
方
と
も
に

変
化
し
て
い
く
営
み
な
の
だ
。「
勝
利
」、
そ
れ
は
自

分
の
直
接
の
成
功
で
は
な
く
、
自
分
の
挫
折
が
誰
か

の
成
功
に
道
を
開
き
そ
れ
が
翻
っ
て
自
分
の
成
功
に

も
つ
な
が
る
こ
と
だ
。
そ
の
よ
う
な
認
識
の
変
化
が

自
己
啓
発
な
の
だ
と
著
者
は
述
べ
る
。

　

弱
さ
や
欲
望
の
肯
定
か
ら
始
ま
る
自
己
啓
発
、
と

い
え
ば
あ
り
き
た
り
だ
が
、
こ
の
漫
画
を
改
め
て
読

ん
で
み
る
き
っ
か
け
に
な
り
そ
う
だ
。�

（�

ね
こ 

）

�

（
三
二
〇
頁　

税
込
一
九
九
四
円　

6
月
刊
）

さ
れ
た
ア
ン
テ
ナ
に
よ
っ
て
、
世
界
の
甘
苦
を
噛
み

し
め
て
き
た
の
だ
と
考
え
て
し
ま
う
。

「
波
の
声
」　
《
も
う　

無
理
だ
と
い
う

　
　
　
　
　
　

こ
と
も
無
理
で
は
な
く

　
　
　
　
　
　

難
し
く
し
て
い
る
の
は

　
　
　
　
　
　

自
分
自
身
を
括
る
か
ら

　
　
　
　
　
　

遠
い
笑
顔
が
眩
し
く
て

　
　
　
　
　
　

そ
う
思
う　

わ
た
し
も

　
　
　
　
　
　

眩
し
さ
で
あ
る
だ
ろ
う
》

　

日
常
の
細
部
に
宿
る
哀
し
み
と
喜
び
。
哀
傷
を
知

る
こ
と
で
よ
り
一
層
輝
く
彼
女
の
言
葉
に
、
私
は
今

日
も
惹
か
れ
て
し
ま
う
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
一
二
八
頁　

税
込
一
五
一
二
円　

9
月
刊
）
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新
海
誠
絵
コ
ン
テ
集
２ 

君
の
名
は
。

新
海
誠
著

「
君
の
名
は
。」製
作
委
員
会
監
修

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

　

一
年
前
の
八
月
、
後

に
日
本
映
画
の
歴
史

に
名
を
残
す
こ
と
に

な
る
作
品
が
封
切
り

さ
れ
た
―
―
そ
う
「
君

の
名
は
。」
で
あ
る
。
僕
を
含
む
多
く
の
観
客
が
そ

れ
に
魅
了
さ
れ
た
が
、
新
海
誠
作
品
を
全
て
見
て
き

た
僕
が
改
め
て
感
じ
た
魅
力
は
、
そ
の
圧
倒
的
な
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
あ
る
。
こ
れ
は
一
体
ど
の
よ
う
な
過

程
で
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
―
―
常
々
感
じ
て
い
た
疑

問
に
答
え
て
く
れ
る
も
の
だ
と
期
待
し
て
僕
は
本
書

を
手
に
取
っ
た
。

　

本
書
は
絵
コ
ン
テ
集
で
あ
る
。
絵
コ
ン
テ
と
は
い

わ
ば
映
画
の
設
計
図
で
あ
り
、
映
像
の
各
カ
ッ
ト
が

ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
、
そ
れ
と
並
ん
で
登
場
人
物
の

セ
リ
フ
や
制
作
者
に
よ
る
ト
書
き
が
書
き
込
ま
れ
て

い
る
。

　

結
果
的
に
は
本
書
に
よ
っ
て
僕
の
疑
問
は
解
決
し

き
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
あ
く
ま

で
も
絵
コ
ン
テ
は
原
型
で
あ
っ
て
、
完
成
品
ま
で
の

工
程
を
示
し
て
く
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ
。
た

だ
し
絵
コ
ン
テ
を
見
た
と
き
、
す
で
に
そ
の
時
点
に

お
い
て
、
完
成
品
と
な
っ
た
時
の
映
像
の
持
つ
あ
の

最
大
の
魅
力
、
つ
ま
り
軽
や
か
で
柔
ら
か
く
淡
い
タ

ッ
チ
―
―
中
で
も
僕
は
そ
れ
が
光
の
描
き
方
に
表
れ

て
い
る
と
思
う
―
―
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
り
生
ま
れ

る
幻
想
性
が
見
て
と
れ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
こ
れ

は
絵
コ
ン
テ
な
ら
で
は
の
魅
力
で
あ
る
と
思
う
。

　

ま
た
、
映
画
を
見
て
い
る
と
き
に
は
気
づ
か
な
か

っ
た
よ
う
な
、
人
物
の
表
情
や
動
き
に
つ
い
て
の
細

か
い
指
示
と
い
っ
た
デ
ィ
テ
ー
ル
の
作
り
こ
み
を
知

れ
る
な
ど
、
絵
コ
ン
テ
の
魅
力
は
他
に
も
ま
だ
ま
だ

あ
る
。
ぜ
ひ
本
書
を
読
ん
で
映
画
を
見
直
し
、
そ
の

魅
力
を
よ
り
深
く
知
っ
て
ほ
し
い
。�

（�

ニ
コ 

）

�

（
六
四
〇
頁　

税
込
三
六
七
二
円　

9
月
刊
）

　

又
吉
直
樹
作
品
が

一
世
を
風
靡
し
た
こ

と
も
あ
り
、
本
書
も

芸
人
で
あ
り
映
画
監

督
の
ビ
ー
ト
た
け
し

が
書
い
た
恋
愛
小
説
と
し
て
話
題
だ
。

　

注
目
作
品
だ
か
ら
こ
そ
あ
ら
す
じ
を
知
っ
て
い
る

人
も
多
い
だ
ろ
う
。
ス
マ
ホ
で
頻
繁
に
連
絡
を
取
り

合
う
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
た
現
代
に
お
い
て
、

喫
茶
店
で
待
ち
合
わ
せ
と
い
う
「
ア
ナ
ロ
グ
」
な
方

法
で
会
う
こ
と
を
選
ぶ
大
人
の
男
女
の
恋
愛
小
説
だ
。

芥
川
賞
は
獲
れ
な
さ
そ
う
だ
が
、
恋
愛
小
説
と
し
て

は
な
か
な
か
要
点
を
つ
い
た
佳
作
で
あ
る
。

　

た
け
し
が
実
際
の
と
こ
ろ
ア
ナ
ロ
グ
原
理
主
義
者

な
の
か
は
さ
て
お
き
、
二
人
の
恋
愛
劇
の
あ
り
方
は

美
し
い
し
、
こ
れ
ぞ
恋
愛
に
求
め
て
い
た
も
の
と
思

う
人
も
多
そ
う
。
芸
人
の
書
く
小
説
だ
か
ら
こ
そ
の
、

主
人
公
の
悪
友
た
ち
の
会
話
に
も
ク
ス
リ
と
笑
え
る
。

　

現
代
を
舞
台
と
し
て
い
る
の
に
、
話
の
ネ
タ
が

ち
ょ
い
古
だ
っ
た
り
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
七
〇
に
さ

し
か
か
っ
た
た
け
し
の
皮
肉
な
笑
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
。
現
代
の
利
器
を
使
わ
な
い
の

は
、
懐
古
趣
味
な
ん
て
こ
ま
し
ゃ
く
れ
た
も
の
じ
ゃ

な
く
、
使
い
方
が
わ
か
ん
な
い
だ
け
だ
よ
、
な
ん
て

感
じ
の
。

　

よ
く
言
え
ば
恋
愛
小
説
の
要
所
は
押
さ
え
て
い
る

が
、
逆
に
言
え
ば
全
て
が
「
た
け
し
だ
か
ら
書
け

る
」
と
思
え
る
よ
う
な
小
説
で
は
な
か
っ
た
。
け
れ

ど
、
結
末
は
装
丁
の
ブ
ル
ー
が
似
つ
か
わ
し
い
、
寂

れ
た
余
韻
を
持
っ
て
い
る
。
一
七
〇
頁
の
中
編
だ
し
、

興
味
の
あ
る
人
は
気
軽
に
手
に
と
っ
て
い
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
後
悔
し
な
い
作
品
に
仕
上
が
っ
て

い
る
と
思
う
。�

（�

ト
ロ 

）

�

（
一
七
一
頁　

税
込
一
二
九
六
円　

9
月
刊
）

ア
ナ
ロ
グ

ビ
ー
ト
た
け
し
著

新
潮
社
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神
は
数
学
者
か
？

―
―
数
学
の
不
可
思
議
な
歴
史

マ
リ
オ
・
リ
ヴ
ィ
オ
著

千
葉
敏
生
訳　

ハ
ヤ
カ
ワ
文
庫
Ｎ
Ｆ

　

数
学
な
ん
か
何
の

役
に
立
つ
の
か
、
と

い
う
ク
リ
シ
ェ
は
あ

れ
ど
も
、
そ
の
有
用

性
を
本
気
で
疑
う
人

は
今
日
で
は
多
く
な
い
だ
ろ
う
。
確
か
に
自
分
で
使

う
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
物
理
学
な
ど

の
科
学
技
術
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
コ
ン
ビ
ニ
の
配

送
計
画
の
よ
う
に
生
活
に
か
か
わ
る
場
面
に
も
数
学

は
応
用
さ
れ
て
い
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
数
学
に
関
し

て
最
大
の
疑
問
点
は
、
何
の
役
に
立
つ
の
か
で
は
な

く
、
な
ぜ
役
に
立
つ
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
人

間
が
考
え
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
数
学
が
、
な
ぜ
こ
れ

ほ
ど
多
く
の
事
柄
を
説
明
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
書
で
は
、
こ
う
し
た
数
学
の
不
条
理
な
有
効
性

が
数
学
と
そ
の
応
用
の
歴
史
を
追
う
こ
と
で
考
察
さ

れ
る
。
こ
こ
で
カ
ギ
と
な
る
の
は
、
数
学
は
発
明
か

発
見
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
本
書
の
一
章
で
説
明

さ
れ
る
よ
う
に
、
ど
ち
ら
の
見
方
を
と
る
か
に
よ
り
、

数
学
の
不
条
理
な
有
効
性
を
説
明
す
る
方
法
は
変
わ

る
。
例
え
ば
、
数
学
は
発
見
で
あ
り
、
数
学
的
な
概

念
は
客
観
的
に
存
在
す
る
と
い
う
立
場
を
と
れ
ば
、

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
も
の
で
物
理
的
実
体
を
説
明
で
き

る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は

本
書
の
題
名
の
問
い
に
つ
な
が
る
。
二
章
か
ら
七
章

ま
で
は
数
学
と
そ
の
応
用
に
関
す
る
歴
史
の
記
述
が

主
で
あ
る
。
数
学
史
を
説
明
し
た
書
物
は
数
多
い
が
、

そ
の
中
で
も
本
書
は
技
術
的
な
内
容
に
深
入
り
す
る

こ
と
な
く
、
何
が
重
要
で
あ
っ
た
の
か
を
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
る
点
で
優
れ
て
い
る
。
そ
し
て

八
・
九
章
で
は
い
よ
い
よ
数
学
が
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
役

に
立
つ
の
か
と
い
う
問
題
に
迫
っ
て
ゆ
く
。

　

本
書
は
数
学
へ
の
興
味
の
有
無
を
問
わ
ず
楽
し
め

る
、
優
れ
た
一
冊
で
あ
る
。�

（�

蕨
餅 

）

�

（
四
一
二
頁　

税
込
一
〇
三
七
円　

9
月
刊
）

忘
れ
ら
れ
た
黒
船

後
藤
敦
史
著

講
談
社
選
書
メ
チ
エ

　

研
究
の
高
度
化
と

細
分
化
が
進
む
と
裏

腹
に
研
究
の
遅
れ
た

分
野
が
析
出
し
て
く

る
。
ペ
リ
ー
の
対
日

開
国
要
求
の
背
景
な
ど
戦
前
あ
た
り
に
明
ら
か
に
な

っ
て
い
て
良
さ
そ
う
だ
が
、
二
一
世
紀
の
今
に
な
っ

て
な
お
実
は
未
解
明
の
部
分
が
多
い
。

　

本
書
は
幕
末
外
交
を
研
究
す
る
日
本
史
家
が
ア
メ

リ
カ
側
の
史
料
に
よ
っ
て
記
し
た
研
究
書
体
裁
の
一

般
書
で
あ
る
。
題
材
と
し
て
本
邦
で
は
知
ら
れ
な
い

ペ
リ
ー
来
航
と
同
時
期
に
活
動
し
た
北
太
平
洋
測
量

艦
隊
と
そ
の
司
令
官
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
に
着
目
す
る
。

　

そ
も
そ
も
日
本
開
国
の
直
接
の
目
的
と
し
て
捕
鯨

船
の
寄
港
地
獲
得
が
あ
る
こ
と
は
学
校
で
も
習
う
が
、

ア
メ
リ
カ
が
本
当
に
求
め
た
の
は
安
全
な
北
太
平
洋

航
路
と
そ
の
た
め
の
東
ア
ジ
ア
地
域
の
海
図
だ
っ
た
。

未
だ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
残
存
す
る
若
き
ア
メ
リ
カ
が

既
に
抱
い
て
い
た
海
洋
帝
国
の
構
想
は
我
々
の
ア
メ

リ
カ
観
を
根
本
か
ら
揺
さ
ぶ
ろ
う
。

　

し
か
る
に
海
図
作
成
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
ロ
ジ
ャ

ー
ズ
を
極
東
で
待
ち
う
け
た
の
は
「
東
イ
ン
ド
艦

隊
」
と
の
艦
艇
の
取
り
合
い
や
連
絡
ミ
ス
、
そ
し
て

「
下
田
・
箱
館
」
以
外
へ
の
寄
港
を
峻
拒
す
る
「
日

米
和
親
条
約
」
の
限
界
だ
っ
た
。
し
か
し
過
渡
期
の

矛
盾
は
ペ
リ
ー
の
自
己
正
当
化
の
産
物
『
日
本
遠
征

記
』
で
は
等
閑
に
付
さ
れ
、
ハ
リ
ス
と
日
米
修
好
通

商
条
約
と
い
う
次
な
る
課
題
と
ア
メ
リ
カ
本
国
の
南

北
戦
争
に
よ
る
混
乱
の
な
か
で
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
苦
難

は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

外
国
史
と
自
国
史
の
エ
ア
ポ
ケ
ッ
ト
の
研
究
は
未

だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
に
み
え
る
。
日
本
史
の
み
な

ら
ず
ア
メ
リ
カ
学
等
の
多
分
野
に
本
書
が
「
黒
船
」

と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
た
い
。�

（�

投
稿
・
と
う
こ 

）

�

（
三
〇
四
頁　

税
込
一
九
九
八
円　

6
月
刊
）
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暗
闇
。
一
条
の
光

が
塵
を
き
ら
め
か
せ

て
走
り
、
銀
幕
に
物

語
を
結
ぶ
。
ど
こ
か

受
胎
告
知
に
も
似
た

そ
の
瞬
間
の
心
地
よ
い
お
の
の
き
を
求
め
て
映
画
館

に
行
く
の
は
、
き
っ
と
評
者
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

　

本
書
の
著
者
は
言
う
。「
映
画
と
は
そ
も
そ
も
宗

教
的
な
も
の
で
あ
る
。」〝
神
の
死
〟
後
ま
も
な
く
誕

生
し
た
こ
の
第
七
芸
術
に
は
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

罪
や
終
末
と
い
う
頻
出
の
主
題
、
世
俗
化
し
た
偶
像

崇
拝
と
も
呼
ぶ
べ
き
ス
タ
ー
へ
の
熱
狂
、
宗
教
儀
礼

に
も
比
し
う
る
現
代
の
見ス

ペ
ク
タ
ク
ル

世
物
の
提
供
、
長
回
し
や

パ
ン
フ
ォ
ー
カ
ス
に
よ
る
啓
示
的
映
像
と
い
っ
た
点

で
、
普
遍
的
な
宗
教
性
が
揺
曳
し
て
い
る
の
だ
。

　

西
洋
美
術
を
専
門
と
す
る
著
者
は
、
と
り
わ
け
キ

リ
ス
ト
教
の
観
点
に
立
ち
、
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
兄
弟
の

『
受
難
』
よ
り
こ
の
か
た
、
黎
明
期
に
多
く
制
作
さ

れ
た
イ
エ
ス
の
伝
記
映
画
は
も
と
よ
り
西
洋
の
シ
ネ

マ
が
必
ず
や
孕
ん
で
い
る
キ
リ
ス
ト
教
的
な
要
素
の

表
現
が
、
現
実
の
社
会
情
勢
や
現
代
思
想
の
文
脈
の

中
で
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
か
を
、
多
様
な
例

映
画
と
キ
リ
ス
ト

岡
田
温
司
著

み
す
ず
書
房

に
即
し
て
論
じ
て
ゆ
く
。
ク
ィ
ア
な
イ
エ
ス
、
黒
人

の
イ
エ
ス
、
女ク

リ

ス

タ

性
救
世
主
―
―
何
と
も
刺
戟
的
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
挙
げ
ら
れ
る
作
品
は
、『
ゴ
ダ
ー

ル
の
マ
リ
ア
』、
パ
ゾ
リ
ー
ニ
の
『
奇
跡
の
丘
』、
ス

コ
セ
ッ
シ
の
『
最
後
の
誘
惑
』、
フ
ェ
リ
ー
ニ
の

『
道
』
な
ど
、
実
に
一
五
〇
を
超
え
る
。
評
者
は
ほ

と
ん
ど
を
観
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
必
要
十
分
な

内
容
記
述
の
お
か
げ
で
淀
み
な
く
愉
し
く
読
め
た
。

　

今
月
一
日
よ
り
、
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
兄
弟
の
作
品
の

修
復
版
オ
ム
ニ
バ
ス
『
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
！
』
が
京
都

シ
ネ
マ
で
上
映
さ
れ
て
い
る
。
甦
っ
た
は
じ
ま
り
の

光
へ
は
、
こ
の
本
を
導
き
と
し
て
。�

（�

春
海 

）

�

（
三
七
六
頁　

税
込
四
三
二
〇
円　

8
月
刊
）

宗
教
の
誕
生

宗
教
の
起
源
・
古
代
の
宗
教月本

昭
雄
編

山
川
出
版
社

　
「
宗
教
の
誕
生
」

を
め
ぐ
る
宗
教
学
論

集
で
あ
る
本
書
は
第

一
部
と
第
二
部
に
大

き
く
分
け
ら
れ
る
。

第
一
部
で
は
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
、
ト

ー
テ
ミ
ズ
ム
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
、
祖
先
崇
拝
と
い
っ

た
宗
教
形
態
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
概

念
は
、
か
つ
て
宗
教
の
起
源
と
目
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

今
で
は
そ
の
前
提
で
あ
る
進
化
論
的
な
宗
教
発
展
史

が
放
棄
さ
れ
た
も
の
の
、
実
際
の
宗
教
現
象
の
分
析

概
念
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

ひ
と
き
わ
印
象
的
な
の
は
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
の
章
で

あ
る
。
著
者
の
佐
藤
憲
昭
は
、
自
ら
調
査
し
た
新
潟

の
女
性
シ
ャ
マ
ン
の
事
例
を
、
シ
ャ
マ
ン
の
類
型
論

に
お
け
る
新
た
な
複
合
型
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。

佐
藤
は
調
査
の
一
五
年
後
、
そ
の
シ
ャ
マ
ン
が
病
死

す
る
前
に
彼
女
の
希
望
に
よ
り
、
半
世
紀
近
く
に
わ

た
る
彼
女
の
日
記
と
「
託
宣
」
の
録
音
テ
ー
プ
を
受

け
取
っ
た
と
い
う
。
宗
教
学
者
冥
利
に
尽
き
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

第
二
部
で
は
古
代
の
文
明
地
に
お
け
る
諸
宗
教
の

具
体
的
実
相
が
紹
介
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
興
味
深
い

の
が
、
多
様
な
宗
教
伝
統
が
共
存
す
る
な
か
で
、
諸

宗
教
の
習シ

ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム

合
・
混
淆
が
進
ん
で
い
く
帝
政
期
ロ
ー
マ

の
情
況
で
あ
る
。
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
を
拒
否
し
た

キ
リ
ス
ト
教
は
、
一
方
で
そ
れ
が
一
因
で
批
判
・
弾

圧
さ
れ
る
の
だ
が
、
他
方
で
そ
の
た
め
に
独
立
し
て

存
続
し
え
た
と
も
い
え
る
。
ま
た
、
シ
ン
ク
レ
テ
ィ

ズ
ム
が
、
後
に
キ
リ
ス
ト
教
が
受
容
さ
れ
る
素
地
を

準
備
し
た
こ
と
も
説
得
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

関
心
の
あ
る
章
だ
け
読
ん
で
も
楽
し
め
る
が
、
通

読
す
る
と
各
宗
教
伝
統
の
交
流
が
窺
え
て
、
よ
り
刺

激
的
な
読
書
と
な
る
で
あ
ろ
う
一
冊
だ
。�

（�

霊
人 

）

�

（
三
〇
八
頁　

税
込
三
七
八
〇
円　

8
月
刊
）



綴　　　　葉 2017. 12. 11

12

実
践 

日
々
の
ア
ナ
キ
ズ
ム

―
―
世
界
に
抗
う
土
着
の
秩
序
の
作
り
方

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ｃ
・
ス
コ
ッ
ト
著

清
水
展
、日
下
渉
、中
溝
和
弥
訳　

岩
波
書
店

　

ア
ナ
キ
ズ
ム
。
皆

さ
ん
が
こ
の
言
葉
か

ら
感
じ
と
る
イ
メ
ー

ジ
は
ど
の
よ
う
な
も

の
だ
ろ
う
か
？　

国

家
は
絶
対
悪
で
、
打
倒
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
無
政

府
主
義
を
連
想
さ
れ
る
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、

ア
ナ
キ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
に
時
代
錯
誤
な

違
和
感
を
覚
え
る
方
も
少
な
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
書
で
ス
コ
ッ
ト
が
検
討
す
る
ア
ナ
キ
ズ
ム
と
は
、

こ
れ
ら
の
あ
り
が
ち
な
ア
ナ
キ
ズ
ム
理
解
と
は
一
線

を
画
し
た
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
ス
コ
ッ
ト
は
、
国

家
の
役
割
を
肯
定
し
た
う
え
で
よ
り
よ
い
ガ
ヴ
ァ
ナ

ン
ス
を
導
き
だ
す
た
め
の
役
割
を
ア
ナ
キ
ズ
ム
に
期

待
す
る
の
で
あ
る
。

　

点
数
至
上
主
義
の
教
育
、
規
則
至
上
主
義
の
交
通

規
制
…
…
日
常
生
活
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
上
か
ら

の
画
一
化
や
支
配
が
進
展
し
、
私
た
ち
の
自
主
性
や

自
律
性
は
奪
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
は
ほ

と
ん
ど
不
可
逆
に
も
み
え
る
。
し
か
し
ス
コ
ッ
ト
は
、

上
か
ら
の
ル
ー
ル
の
押
し
つ
け
に
一
人
ひ
と
り
が
抵

抗
し
、
そ
の
中
で
個
人
と
し
て
の
尊
厳
を
回
復
す
る

こ
と
が
い
か
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
を
豊
富
な
事
例

を
も
っ
て
例
証
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
可
能
性
の
追

及
こ
そ
が
、
ス
コ
ッ
ト
が
定
義
す
る
と
こ
ろ
の
ア
ナ

キ
ズ
ム
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
ア
ナ
キ
ズ
ム
を
実

践
す
る
こ
と
を
通
じ
て
国
家
も
ま
た
個
人
の
尊
厳
を

よ
り
配
慮
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
ス
コ
ッ
ト
が
こ
れ
ま
で
体
験
し
て
き
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
中
心
と
し
た
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
り
、

読
み
や
す
い
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ど
れ
も
説
得
的
で
、

本
書
を
読
み
終
わ
っ
た
と
き
、
あ
な
た
も
ま
た
、
ア

ナ
キ
ズ
ム
を
実
践
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

�

（�

投
稿
・
ケ
ン 

）

�

（
一
九
五
頁　

税
込
三
〇
二
四
円　

9
月
刊
）

政
党
政
治
の
制
度
分
析

―
―
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
の
政
治
競
争
に

お
け
る
政
党
組
織

�
建
林
正
彦
著　

千
倉
書
房

　

二
〇
一
七
年
一
〇

月
に
行
わ
れ
た
衆
議

院
選
挙
は
、
大
方
の

予
想
通
り
、
自
民
党

の
大
勝
と
い
う
結
果

に
終
わ
っ
た
。
選
挙
前
に
、
野
党
第
一
党
の
民
進
党

が
分
裂
し
、「
希
望
の
党
」
と
「
立
憲
民
主
党
」
に

分
か
れ
る
と
い
う
混
乱
が
起
き
、
政
権
に
批
判
的
な

票
が
分
裂
し
た
こ
と
が
自
民
党
の
勝
利
を
後
押
し
し

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

二
大
政
党
制
を
目
指
し
、
政
権
交
代
可
能
な
政
治

を
目
指
し
た
政
治
改
革
の
結
果
、
自
民
党
に
対
抗
で

き
る
政
党
が
二
〇
〇
九
年
以
降
出
現
し
て
お
ら
ず
、

「
一
強
」
体
制
が
ま
す
ま
す
固
定
化
し
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。
本
書
で
は
、
政
治
改
革
が
当
初
想
定
し
て

い
た
政
治
の
姿
が
一
面
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
緻
密

な
分
析
と
豊
富
な
デ
ー
タ
を
用
い
て
論
じ
る
。
こ
こ

か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
政
治
の
姿
は
普
段
、
論
じ

ら
れ
て
い
る
ほ
ど
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
様
々
な

要
因
が
複
雑
に
影
響
し
あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
一
部

の
制
度
を
変
え
た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
期
待
通
り

の
効
果
が
得
ら
れ
な
い
、
と
い
う
、
簡
素
に
し
て
明

瞭
で
、
重
要
な
答
え
に
他
な
ら
な
い
。

　

特
に
、
地
方
政
治
や
参
議
院
を
め
ぐ
る
制
度
が
、

今
日
に
い
た
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
手
付
か
ず
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
諸
制
度
の
関
係
性

が
歪
な
こ
と
で
、
有
権
者
が
投
票
先
を
判
断
す
る
コ

ス
ト
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
著
者
は
指
摘
す
る
。
こ

う
考
え
る
と
、
低
い
投
票
率
に
も
納
得
が
い
く
。

　

政
党
政
治
が
混
迷
を
極
め
る
中
、
適
切
な
分
析
に

則
っ
た
議
論
が
何
よ
り
も
求
め
ら
れ
る
。
本
書
は
そ

の
要
請
に
十
全
に
応
答
し
た
政
治
学
の
最
新
成
果
で

あ
る
。
政
治
を
憂
う
全
て
の
人
々
が
手
に
取
る
べ
き

一
冊
だ
と
言
え
る
。�

（�

投
稿
・
藪
池 

）

�

（
二
六
一
頁　

税
込
四
九
六
八
円　

10
月
刊
）
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中
原
中
也 

沈
黙
の
音
楽

佐
々
木
幹
郎
著

岩
波
新
書

生
と
死
の
こ
と
ば

―
中
国
の
名
言
を
よ
む

川
合
康
三
著　

岩
波
新
書

死
刑 

そ
の
哲
学
的
考
察

萱
野
稔
人
著

ち
く
ま
新
書

　

人
々
の
関
心
事
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
が
生
と

死
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
有
名
な
書
物
を
軽
く
繙

く
だ
け
で
昔
か
ら
人
が
そ
れ
に
ど
れ
だ
け
関
心
を
ひ

か
れ
た
か
が
よ
く
わ
か
る
だ
ろ
う
。
そ
の
生
死
に
関

す
る
中
国
の
偉
人
た
ち
の
こ
と
ば
を
集
め
て
平
易
に

解
説
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
特
に
評
者
に
と
っ
て

中
国
の
偉
人
た
ち
の
こ
と
ば
は
、
死
を
乗
り
越
え
て

生
を
謳
歌
せ
よ
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

孔
子
が
自
ら
の
弟
子
に
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て

《
そ
の
人
物
た
る
や
、
興
奮
し
て
食
事
も
忘
れ
て
し

ま
い
、
老
い
が
迫
っ
て
く
る
の
も
知
ら
ず
に
い
る
、

そ
ん
な
人
だ
と
。》
と
語
っ
た
と
い
う
。
彼
は
自
身

を
食
事
を
も
忘
れ
、
死
へ
と
刻
一
刻
と
迫
る
老
い
の

恐
怖
を
も
知
ら
な
い
よ
う
な
人
で
あ
る
と
言
う
。
つ

ま
り
、
こ
れ
は
死
を
忘
れ
今
の
現
実
の
生
を
た
だ
楽

し
む
と
い
う
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

必
ず
人
間
は
死
ぬ
、
こ
れ
は
逃
れ
ら
れ
な
い
運
命

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
彼
ら
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
た

は
ず
だ
が
、
偉
人
た
ち
は
死
か
ら
逃
れ
よ
う
と
全
力

で
現
実
の
生
を
肯
定
し
よ
う
と
す
る
。
そ
ん
な
生
死

の
狭
間
で
揺
れ
る
こ
と
ば
を
集
め
た
本
書
は
ど
ん
な

人
の
心
を
も
打
つ
は
ず
で
あ
る
。�

（�

う
い
ろ
う 

）
�

（
二
二
四
頁　

税
込
八
四
二
円　

10
月
刊
）

　
　

か
く
て
私
に
は
歌
が
の
こ
つ
た
。

　
　

た
つ
た
一
つ
、
歌
と
い
ふ
が
の
こ
つ
た
。

�

（
未
発
表
詩
篇
「
処
女
詩
集
序
」
よ
り
）

　

若
き
一
時
期
を
寺
町
今
出
川
で
暮
ら
し
た
こ
の
詩

人
に
お
け
る
詩
の
生
成
を
、
同
志
社
出
身
に
し
て
自

ら
も
詩
作
す
る
中
也
研
究
の
第
一
人
者
が
新
資
料
を

も
と
に
追
究
す
る
。
敬
意
に
満
ち
た
丁
寧
な
仕
事
だ
。

　

中
也
の
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
詩
集
は
『
山
羊
の

歌
』
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
未
発
表
詩
篇
や
推
敲

過
程
が
残
さ
れ
た
創
作
ノ
ー
ト
を
繙
け
ば
同
時
代
や

過
去
と
の
共
鳴
・
反
撥
の
模
様
を
跡
づ
け
ら
れ
る
。

大
正
の
天
才
主
義
の
風
潮
、
ダ
ダ
や
ラ
ン
ボ
ー
と
の

出
会
い
、
批
評
家
や
演
奏
者
と
の
交
友
―
こ
れ
ら
を

通
じ
て
立
ち
現
れ
た
詩
情
は
、
や
が
て
冒
頭
に
引
い

た
ご
と
く
「
歌
」
に
結
晶
し
た
。
そ
こ
に
中
也
の
精

華
を
見
る
著
者
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
実
際
の
音
響
で

は
な
く
、《
汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
／
今
日
も

小
雪
の
降
り
か
か
る
》
の
雪
の
よ
う
な
、
一
種
の
恩

寵
の
よ
う
な
し
ん
し
ん
と
し
た
沈
黙
の
音
楽
で
あ
る
。

　

彼
の
詩
は
、
か
な
し
み
で
空
に
な
っ
て
ゆ
く
心
の

ふ
る
え
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
寒
空
の
日
々

に
、
優
し
く
か
み
し
め
た
い
も
の
だ
。�

（�

春
海 

）

�

（
三
〇
四
頁　

税
込
九
七
二
円　

8
月
刊
）

　
「
死
刑
論
」
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
お
け
る
定
番
で
あ

る
。
賛
否
が
分
か
れ
、
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
て
き
た

こ
の
お
題
を
、
一
度
徹
底
的
に
深
め
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。
そ
の
導
き
が
本
書
で
あ
る
。

　

本
書
の
前
半
で
は
、
死
刑
の
道
徳
的
解
決
を
不
可

能
と
す
る
。「
目
に
は
目
を
」
と
い
う
論
理
で
殺
人

に
は
死
刑
を
求
刑
す
る
応
報
論
も
、「
絶
対
に
人
を

殺
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
寛
容
論
も
道
徳
的
に

導
け
る
か
ら
だ
。
そ
こ
で
本
書
は
政
治
哲
学
と
し
て

権
力
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
死
刑
の
限
界
性
を
考
え
る
。

そ
こ
で
考
慮
さ
れ
る
の
は
「
冤
罪
」
だ
。

　

多
く
の
人
は
「
冤
罪
」
を
制
度
的
ミ
ス
と
し
て
考

え
る
が
、
著
者
は
実
際
の
冤
罪
事
件
を
例
に
、
自
白

の
強
要
や
作
為
的
な
捜
査
を
示
し
た
上
で
、「
冤
罪
」

が
権
力
的
に
生
成
さ
れ
る
も
の
だ
と
考
え
る
。
捜
査

や
裁
判
の
構
造
と
し
て
必
然
的
に
冤
罪
が
生
み
出
さ

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
死
刑
は
冤
罪
を
と
り
か
え
し
の

つ
か
な
い
次
元
に
し
て
し
ま
う
点
で
正
当
化
で
き
な

い
。
こ
の
点
が
本
書
の
白
眉
だ
。
最
終
的
な
極
刑
の

代
替
と
し
て
終
身
刑
を
提
示
す
る
。

　

予
想
さ
れ
る
議
論
を
見
事
に
捌
い
た
本
書
は
死
刑

を
慮
る
人
の
必
読
本
と
な
る
だ
ろ
う
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
三
一
八
頁　

税
込
一
〇
一
八
円　

10
月
刊
）

新書コーナー



14

新本格への誘い

新
本
格
三
〇
周
年
―
―
新
本
格
と
京
大
推
理
小
説
研
究
会（
Ⅰ
）

　

読
者
カ
ー
ド
の
中
に
時
折
「
京
大
出
身
の

作
家
の
特
集
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望

が
あ
る
。
な
の
で
、
今
回
は
そ
れ
に
応
え
て
、

京
大
出
身
作
家
、
特
に
九
〇
年
代
に
新
本
格

と
呼
ば
れ
る
ミ
ス
テ
リ
ー
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

を
支
え
た
作
家
た
ち
を
紹
介
し
た
い
。

　

新
本
格
と
は
何
か
？

　
「
新
本
格
と
は
何
か
？
」
と
い
う
疑
問
か
ら
始
め
よ
う
。
八
〇
年
代
ま
で
当

時
の
風
俗
や
社
会
問
題
を
盛
り
込
ん
だ
「
社
会
派
」
が
ミ
ス
テ
リ
ー
界
を
覆
っ

て
い
た
。
例
外
は
あ
れ
、
正
面
か
ら
密
室
、
論
理
、
名
探
偵
な
ど
を
扱
う
古
典

的
な
本
格
ミ
ス
テ
リ
ー
は
時
代
錯
誤
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、『�

占
星
術
殺
人
事

件 

』（
講
談
社
文
庫
）
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、
作
家
と
し
て
の
地
位
を
築
い
て
い
た

島
田
荘
司
は
「
本
格
」
の
復
権
を
目
指
し
た
。
そ
の
彼
の
目
に
留
ま
っ
た
の
が

京
大
の
推
理
小
説
研
究
会
だ
っ
た
の
だ
。
週
に
一
度
の
例
会
で
ま
さ
に
時
代
錯

誤
と
も
い
え
る
「
読
書
会
」
や
「
犯
人
当
て
」
を
行
う
同
会
か
ら
島
田
は
多
く

の
才
能
を
見
出
し
た
。
そ
し
て
、
先
輩
作
家
と
し
て
推
薦
し
、
世
に
送
り
出
し

た
。
そ
の
最
初
の
一
人
が
綾
辻
行
人
だ
っ
た
。
彼
の
デ
ビ
ュ
ー
作
『�

十
角
館
の

殺
人 

』（
講
談
社
文
庫
）
で
登
場
人
物
の
述
べ
る
「
ミ
ス
テ
リ
に
ふ
さ
わ
し
い

の
は
、
時
代
遅
れ
と
云
わ
れ
よ
う
が
何
だ
ろ
う
が
、
や
は
り
ね
、
名
探
偵
、
大

邸
宅
、
怪
し
げ
な
住
人
た
ち
、
血
み
ど
ろ
の
惨
劇
、
不
可
能
犯
罪
、
破
天
荒
な

大
ト
リ
ッ
ク
…
…
。
絵
空
事
で
大
い
に
結
構
。
要
は
そ
の
世
界
の
中
で
楽
し
め

れ
ば
い
い
の
さ
。
但
し
、
あ
く
ま
で
知
的
に
ね
」
と
い
う
台
詞
は
そ
の
本
格
復

古
の
宣
言
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
法
月
綸
太
郎
、
我
孫
子
武
丸

が
相
次
い
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、
作
風
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
同
志
社
出
身
の
有

栖
川
有
栖
、
早
稲
田
出
身
の
北
村
薫
や
山
口
雅
也
の
登
場
も
あ
り
、
新
し
い
時

代
の
本
格
―
―
「
新
本
格
」
が
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
綾
辻
の
デ

ビ
ュ
ー
か
ら
今
年
で
三
〇
年
―
―
新
本
格
三
〇
周
年
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

新
本
格
御
三
家

　

こ
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
新
本
格
だ
が
、
特
に
島
田
が
推
薦
し
た
京
大
出
身
作

家
で
あ
る
綾
辻
、
法
月
、
我
孫
子
は
「
新
本
格
御
三
家
」
と
し
て
大
き
な
存
在

感
を
放
っ
て
い
た
。
綾
辻
行
人
は
《
館
シ
リ
ー
ズ
》
と
呼
ば
れ
る
作
品
群
を
発

表
し
、「
叙
述
ト
リ
ッ
ク
」
と
い
う
手
法
を
本
格
ミ
ス
テ
リ
ー
に
定
着
さ
せ
た
。

評
者
の
お
気
に
入
り
は
『�

迷
路
館
の
殺
人 

』『�

時
計
館
の
殺
人
（
上
・
下
） 』

（
講
談
社
文
庫
）
と
な
る
が
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
で
き
る
限
り
、
発
表
順
に
読

む
こ
と
を
お
薦
め
す
る
。
綾
辻
の
作
品
の
多
く
は
映
像
化
が
困
難
だ
が
、
ホ
ラ

ー
風
味
の
『�A

nother

（
上
・
下 

）』（
角
川
文
庫
）
は
ア
ニ
メ
化
も
さ
れ
、
好

評
を
博
し
た
。
そ
し
て
、
次
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
法
月
綸
太
郎
は
エ
ラ
リ
ー
・
ク

イ
ー
ン
へ
の
偏
愛
を
隠
さ
ず
、『�

頼
子
の
た
め
に 

』（
講
談
社
文
庫
）
な
ど
で
は

ク
イ
ー
ン
の
問
題
意
識
を
引
き
継
ご
う
と
し
た
。
評
論
で
も
法
月
は
柄
谷
行
人

を
援
用
し
た
「
初
期
ク
イ
ー
ン
論
」
で
名
探
偵
の
あ
り
方
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け

た
。
こ
の
論
に
よ
っ
て
「
後
期
ク
イ
ー
ン
問
題
」
と
呼
ば
れ
る
問
題
意
識
が
生

ま
れ
た
。
我
孫
子
武
丸
は
ノ
ベ
ル
ゲ
ー
ム
の
最
初
期
作
「
か
ま
い
た
ち
の
夜
」

の
作
者
と
し
て
有
名
か
も
し
れ
な
い
。
初
期
に
は
喜
劇
タ
ッ
チ
の
作
品
を
発
表

し
た
が
、
代
表
作
『�

殺
戮
に
至
る
病 

』（
講
談
社
文
庫
）
な
ど
は
サ
イ
コ
ホ
ラ

ー
の
趣
が
目
立
つ
。
評
者
と
し
て
は
そ
れ
よ
り
も
映
画
へ
の
愛
情
、
さ
さ
や
か

な
ラ
ブ
コ
メ
が
楽
し
め
る
『�

探
偵
映
画 

』（
文
春
文
庫
）
を
推
薦
し
て
お
こ
う
。

こ
の
三
人
が
い
な
け
れ
ば
、
現
在
の
ミ
ス
テ
リ
ー
・
シ
ー
ン
は
ま
っ
た
く
違
う

も
の
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。�

（
左
に
つ
づ
く
）
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新本格への誘い

新
本
格
三
〇
周
年
―
―
新
本
格
と
京
大
推
理
小
説
研
究
会（
Ⅱ
）

　

新
本
格
の
浸
透
と
拡
散

　

こ
の
新
本
格
御
三
家
は
質
の
高
い
作
品
を
目
指
し
、
寡
作
を
貫
い
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
中
で
の
読
者
の
飢
え
と
彼
ら
を
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
後
続
作

家
の
登
場
は
必
然
的
な
こ
と
だ
っ
た
。
そ
ん
な
状
況
下
で
現
れ
た
京
大
出
身
の

新
本
格
作
家
が
麻
耶
雄
嵩
で
あ
る
。
あ
え
て
真
相
を
明
示
し
な
い
な
ど
異
色
の

作
家
だ
。
比
較
的
ス
ト
レ
ー
ト
な
『�

鴉 

』
や
『�

螢 

』（
幻
冬
舎
文
庫
）
な
ど
も
読

者
を
騙
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。
月
九
で
『�

貴
族
探
偵 

』（
集

英
社
文
庫
）
シ
リ
ー
ズ
が
ド
ラ
マ
化
も
さ
れ
た
。
そ
の
麻
耶
の
後
に
登
場
し
た

の
が
清
涼
院
流
水
だ
っ
た
。
異
様
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
発
表
さ
れ
た
初
期
作
は
、

従
来
の
読
者
か
ら
は
批
判
を
受
け
た
が
、
後
の
世
代
、
た
と
え
ば
立
命
館
出
身

の
西
尾
維
新
ら
に
は
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
西
尾
維
新
も
最
初
は
「
新

本
格
」
の
流
れ
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
が
、
ミ
ス
テ
リ
ー
の
部
分
よ
り
も
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
小
説
と
し
て
の
側
面
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
新
本
格
の

「
浸
透
と
拡
散
」
が
盛
ん
に
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

ポ
ス
ト
新
本
格
の
本
格
作
家
た
ち

　

清
涼
院
流
水
以
降
、
京
大
推
理
小
説
研
究
会
出
身
の
作
家
は
影
を
潜
め
て
し

ま
う
。
翻
訳
家
か
ら
作
家
と
な
っ
た
大
山
誠
一
郎
も
大
胆
な
構
図
の
反
転
を
魅

力
と
す
る
も
の
の
、
兼
業
作
家
で
作
品
数
は
多
く
な
い
。
ド
ラ
マ
化
も
さ
れ
て

い
る
短
編
集
『�

赤
い
博
物
館 

』（
文
藝
春
秋
）
が
お
薦
め
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
新
本
格
に
新
た
な
息
吹
を
吹
き
込
む
作
家
が
相
次
い
で

デ
ビ
ュ
ー
し
て
い
る
。
円
居
挽
や
森
川
智
喜
、
早
坂
吝
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
京

大
推
理
小
説
研
究
会
に
所
属
し
た
こ
と
の
あ
る
作
家
た
ち
だ
。
こ
の
中
で
、
評

価
が
一
つ
抜
き
ん
で
て
い
る
の
が
円
居
だ
ろ
う
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
小
説
と
ミ
ス

テ
リ
ー
を
融
合
さ
せ
、
疑
似
裁
判
を
舞
台
に
ど
ん
で
ん
返
し
を
多
用
し
て
い
る
。

『�

丸
太
町
ル
ヴ
ォ
ワ
ー
ル 

』（
講
談
社
文
庫
）
か
ら
始
ま
っ
た
シ
リ
ー
ズ
は
多
く

の
ミ
ス
テ
リ
ー
・
フ
ァ
ン
に
歓
迎
さ
れ
た
。
森
川
智
喜
は
と
に
か
く
変
わ
っ
た

作
品
の
書
き
手
だ
。《
三
途
川
理
シ
リ
ー
ズ
》
で
は
探
偵
役
の
三
途
川
は
む
し

ろ
悪
役
と
な
り
、
特
殊
な
ガ
ジ
ェ
ッ
ト
を
巡
っ
て
、
主
人
公
た
ち
と
争
い
あ
う
。

童
話
や
Ｓ
Ｆ
を
モ
テ
ィ
ー
フ
に
作
品
を
発
表
し
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
『�

ス

ノ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト 

』（
講
談
社
文
庫
）
が
代
表
作
だ
ろ
う
か
。
早
坂
は
バ
カ
な

ミ
ス
テ
リ
ー
（
略
し
て
「
バ
カ
ミ
ス
」）
の
書
き
手
と
し
て
認
知
さ
れ
て
お
り
、

タ
イ
ト
ル
当
て
と
い
う
変
わ
っ
た
趣
向
の
処
女
作
『�

○
○
○
○
○
○
○
○
殺
人

事
件 

』（
講
談
社
文
庫
）
か
ら
エ
ロ
路
線
と
謎
解
き
の
融
合
を
目
指
し
て
い
る

よ
う
だ
。
三
者
と
も
賛
否
両
論
は
あ
る
よ
う
だ
が
、
新
し
い
時
代
の
ミ
ス
テ
リ

ー
の
書
き
手
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　

新
本
格
は
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
な
の
か
？

　

海
外
の
ミ
ス
テ
リ
ー
界
で
は
登
場
人
物
の
心
理
が
優
先
さ
れ
、
ト
リ
ッ
ク
と

い
う
側
面
は
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
（
そ
れ
で
も
、
本
格
好
き
も
満
足

さ
せ
て
く
れ
る
作
家
も
多
い
が
）。
新
本
格
は
日
本
の
中
だ
け
で
機
能
し
て
き

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
状
況
も
近
年
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

短
編
が
英
米
の
ミ
ス
テ
リ
ー
雑
誌
に
翻
訳
さ
れ
話
題
を
呼
び
、
綾
辻
の
『
十
角

館
』
な
ど
も
ペ
イ
パ
ー
バ
ッ
ク
と
し
て
英
米
に
発
表
さ
れ
た
。「
本
格
」
と
い

う
言
葉
も
古
典
的
な
謎
解
き
ミ
ス
テ
リ
ー

を
名
指
す
言
葉"honkaku"

と
し
て
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
京
大
が
起
点
と
な
っ
た
日
本
の

「
新
本
格
ミ
ス
テ
リ
ー
」
が
世
界
に
認
知
さ

れ
て
い
く
の
も
あ
り
え
な
い
未
来
で
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
。�

（�

投
稿
・
黄
金
虫 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
と
り
あ
げ

て
ほ
し
い
で
す
。�

（�

教
育
・
あ
お
む
し 

）

―
―
ご
希
望
に
お
応
え
し
て
今
月
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
作

家
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
新
刊
を
扱
い
ま
し
た
。
書

評
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
他
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

作
家
も
ど
こ
か
で
扱
え
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

○
一
〇
月
号
編
集
後
記
は
す
ご
く
味
が
あ
り
素
敵
で

す
ね
。
今
後
も
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

�

（�

理
・
ト
ト
ロ 

）

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
編
集
委
員
は
文
章

が
上
手
な
者
が
多
い
の
で
、
書
評
だ
け
で
な
く
、
今

後
も
編
集
後
記
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

○
（
八
・
九
月
号
特
集
「
手
紙
」
に
関
し
て
）
小
学

生
の
頃
は
手
紙
交
換
が
好
き
で
よ
く
や
っ
て
い
ま
し

た
。
最
近
は
手
紙
を
書
か
な
く
な
っ
て
久
し
い
で
す
。

葉
書
や
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
な
ら
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
書
け

る
気
が
す
る
の
で
、
今
度
誰
か
に
送
っ
て
み
よ
う
か

と
思
い
ま
す
。�

（�

文
・
や
き
の
り 

）

―
―
気
付
け
ば
今
年
も
終
わ
り
の
月
に
差
し
掛
か
り
、

年
賀
状
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
普
段
手
紙
を
出
さ

な
い
方
も
、
年
賀
状
な
ら
気
軽
に
書
け
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
来
年
の
干
支
は
「
戌
」。
懐
か
し

い
記
憶
と
共
に
新
年
を
迎
え
る
手
紙
を
、
是
非
一
筆

書
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

（�

き
も
の 

）

　この文章を書いているときも大分寒くなっ
てきましたが、おそらく本号を読んでいると
きは 12 月でしょうからもっと寒くなってい
ることだろうと思います。
　めっきり寒くなりましたねぇなどとよく言
われますが、私は毎年季節が巡って同じよう
な時期に春夏秋冬が訪れるのにそれに慣れな
いのはなぜなのかと不思議に思います。だか
ら、それがわからずに毎年風邪をひいてしま
い困ります。それは人間の身体が原因して…
という理屈はいくらでも考えられていますけ
ど、私は季節と私たちが何か一期一会みたい
な関係なのかなぁと思いたいです。季節は春
夏秋冬という毎年毎年同じ季節が訪れて巡る
というような繰り返しではなく、毎年違う夏
や冬が来るんだと思います。だから、体が慣
れなくて風邪をひいてしまうんでしょうか。
『綴葉』も読者の方々とそういう毎号新鮮な
関係が構築できるように日々目指していきた
いところです。
　それと『綴葉』は読者の方々の投稿もお待
ちしております。流行りものの本でも最近感
銘を受けた本でもどんな本でも構いませんの
でぜひお送りください。� （�ういろう ）

当てよう！図書カード編集後記
　海のない京都盆地を照らす燈台のイメージ
だとも、東本願寺の近くだから和蠟燭のイメ
ージだとも言われる京都タワー。駅の大階段
にクリスマスツリーが登場する今月は、その白
さがいっそう夜空に映えます。さて、次のう
ち京都タワーが見えないのはどこでしょうか？

1．烏丸御池の交差点　　　2．愛宕山山頂
3．叡電一乗寺駅前の踏切　4．清水の舞台
� （�春海 ）

《応募方法》読者カードに答えを書いて生協
のひとことポストに入れてください（または
e-mail:teiyo@s-coop.net）。正解者の中から抽
選で 5名の方に図書カードを進呈いたします。
締切りは 1月 15 日です。

8・9月号の解答
　8・9 月号の「京都と札幌で日の出の時刻

がほぼ同じになるのは次のうちいつでしょ

う？」の解答は、4. 冬至　でした。応募者 8

名中 6名の方が正解でした。図書カードの当

選者は、是我痛さん、あおむしさん、松葉牡

丹さん、蟹江西鶴さん、よっさんさん（順不

同）です。おめでとうございます。�（�ねこ ）


